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          令和５年５月１日  和歌山市立野崎小学校  

 

   「優しさと、思いやりで、笑顔いっぱい！」  

                                                    校長  川本  智之  
 

 新学期が始まって３週間が過ぎました。初めは緊張していた１年生も、担

任の先生のお話をしっかり聞いて、小学校のルールをしっかり学んでくれて

います。２年生から６年生も、新しい教室、担任の先生と１年間頑張ろうと

意欲満々な姿で、とても頼もしく思います。  

子どもたちには、学校でしっかり勉強して、友だちと仲良く過ごすことが

できるよう、友達の持っている良いところを認め合い、助け合って欲しいと

思っています。一人一人は違います。顔が違うように、体つきも違います。性

格も違います。走るのが早い子もいれば、ボールを強く投げられる子もいま

す。また、自分の気持ちを伝えるのが苦手であったり、覚えるのに時間がか

かるお友達もいます。人はそれぞれ良いところを持っていて、とても輝いて

います。お互い助け合いながら、認め合いながら、みんな仲良く、楽しい学校

となる様、頑張って欲しいと思います。  

『一人一人、それぞれ個性があって、当たり前。違っていて、当たり前。』 

自分がクラスの中で、「とても大切な一人だ。」と、みんながそう思える、

思いやりのある、優しさあふれる野崎小学校であって欲しいと願っています。 
 

和歌山市教育委員会では、紀州っ子の根っこを育てる『学びの１０か条』を

定めています。子どもの夢と希望を実現する教育  

の創造へと歩みを進めるため、学校と保護者や地 

域の皆様が手をとり、同じ目標に向かって進んで  

いくことを願い、定められました。  

 その最初に、「規則正しい生活習慣」を身につ  

けることが述べられています。「早寝、早起き、  

朝ごはん」は、元気の源であり、今日一日楽しく  

学校で学びをスタートする土台となるものです。 

「よく体を動かし、よく食べ、よく眠る」という  

規則正しい生活リズムを持つことが、子どもたち  

の健やかな心身の成長にとって、とても大切なこ 

とと言えます。ぜひ、ご家庭で、お子様と一緒に  

規則正しい生活を送るルール作りをお願いします。  


